
 

 

子どもたちの未来へ向け 私たちができること 

 
 校 長  中 村  誠   

 昨年の１１月から１２月にかけ、保護者の皆様におか

れましては、学校評価アンケートに御協力いただきまし

た。誠にありがとうございました。アンケート結果につ

いては、全教職員で分析を行いました。今後は、結果を

基に次年度の教育活動方針を定めていきたいと考えてお

ります。結果の分析については、あらためて別紙にてお

配りいたします。 

 さて、アンケート結果について別の視点から考察して

いきたいと思います。表①は「神田小の子どもたちはす

すんであいさつしていますか？」との質問に対して「児

童」と「保護者・教職員」の結果を比べたものです。約

５割の子どもたちが「進んで挨拶できている」と評価し

ているのに対し、保護者と教職員は約２割しか「できて

いる」と評価していないということになります。表②「

神田小の子どもたちは失敗を恐れないで挑戦しています

か？」との質問についても割合は違えどもおおよその傾

向が同じです。これは、子ども自身が頑張っていると思

っていることを、大人が「まだまだ」と思っているとの

あらわれだと、私は考えています。 

私は、先月の学校だよりに、子どもたち一人ひとりの

「well-being(多様な幸せ)」を実現する教育活動を目指

していきたいと述べさせていただきました。そのために

は、子どもが「頑張っている」と思っていることを支え

励ますことが重要だと考えています。私たち大人は、子

どもたちにもっと成長してほしいがゆえに「まだまだ」と思ってできていないことに目を向け

がちになっていると思います。子どもたちの未来に向け、全ての大人が子どもたちの頑張りや

良さを見つけ、励まし支えていく中で、子どもたち自身がwell-being(多様な幸せ)を実現し、

健やかに育っていけるのではないでしょうか。ありがたいことに表③において、私たち教師が

子どもたちの良さを伸ばそうと取り組んでいることを、子どもたちも保護者も評価してくださ

っています。しかし、全体の４％がそう思わないと感じています。全ての子どもたちと保護者

から評価をいただけるよう、これからも全力で取り組んでいく決意です。 

保護者・地域の皆様には、これからも子どもたちを支え見守りながら、今月も変わらぬ御理

解と御協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

神田小の誇りは「明るい笑顔」と「元気なあいさつ」：すべては神田の子の「希望をはぐくむために」 
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学校教育目標  

○人間性豊かで ２１世紀を 

たくましく生きる神田の子 

・かしこく・たくましく・あたたかく 
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